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南アフリカの果実輸出が回復 
Ｆｒｕｉｔ ａｎｄ Ｖｅｇｅｔａｂｌｅ Ｆａｃｔｓ ２０２４年１２月９日 

１/３がＥＵ向け、１/４がオランダ向け 南アフリカの果実輸出は、２０２３年に減少した後、今年はわずかに回

復した。今年の輸出量は４１７万トンで、２０２３年より２％多いものの、過去最高であった２０２２年の４２５万トン

よりも２％少ない。南アフリカの果実輸出の３分の１はＥＵ２７カ国向けであり、オランダは群を抜いて最大の買

い手である。ＥＵとオランダへの輸出は今年、史上最高の水準に達すると見られる。通常年間輸出量全体の

９５％以上が実現する１０月までの数字は、今年９８万５千トンの南アフリカ産果実がオランダに輸出されたこと

を示している。 

オランダへの記録的輸出 オランダは、南アフリカの果実の最も重要な買い手である。前述のように、２０２４

年には９８万５千トンが輸出されたが、２０２３年は９２万８千トン、２０２２年には９４万５千トンであった。２０１９年

には６４万２千トンであった。南アフリカの果実総輸出量の４分の１はオランダ向けである。英国は、２０２４年に

４０万トンと大きく引き離されて２番目の買い手である。この数字は２０２３年とほぼ同じであるが、近年に比べる

と少ない。アラブ首長国連邦（ＵＡＥ）とロシアがこれに続き、それぞれ３５万７千トンと２９万２千トンが輸出され

た。ＵＡＥへの輸出は２０２３年に比べてやや減少したが、ロシアへの輸出は史上最高を記録した。 

カナダは２０２４年に史上最高の１５万トンの輸出でこれに続く。一方、中国向け輸出は大幅に減少した。サ

ウジアラビアへの輸出は２０２４年に一部回復し、１２万６千トンに達した。ポルトガルへの輸出は１２万１千トン

とわずかに減少し、米国が１１万９千トン、インドが１０万トンでそれに続いた。 

東南アジアへの顕著な輸出 地域別では、ＥＵ２７カ国が依然として最も重要な輸出先であり、２０２４年には

全体の３分の１にあたる１４０万トンが輸出され、過去最高の数字となっている。２０１９年には、この数字は１００

万トン未満であった。東南アジアは僅差で２位の輸出先地域であったが、２０２４年の輸出は６％減の６６万５

千トンとなった。対照的に、中東への輸出は過去最高の６６万２千トンに成長した。 

オレンジは主要品目だが輸出は減少 オレンジは依然として南アフリカの最も重要な果実輸出品である。し

かし、輸出量は２０２０年と２０２１年の約１３０万トンから２０２４年には１１４万トンに減少した。リンゴは２番目に多

い品目で、２０２４年には６７万６千トンが輸出され、２０２３年に比べ１０％以上増加した。南アフリカ産リンゴの

オランダ向け輸出は少なく、２０２４年には３万トン未満であった。約８万トンを輸入する英国が主要市場であり、

次いでアラブ首長国連邦が４万３千トンで、そのほかインド、バングラデシュ、ナイジェリアが輸入している。 

マンダリンは３位にランクされ、大幅な成長を遂げている。２０２４年には約６５万トンが輸出された。レモンが

それに続くが、２０２４年の輸出量は５２万トンで以前よりも少ない。南アフリカのブドウ輸出は、２０２３年に落ち

込み、その後急激に増加したが、それでも２０２２年の数字には達していない。その他の成長している輸出品

目は、アボカド、ブルーベリー、マンゴー等である。 
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アボカドの７０％がオランダ向け 南アフリカのアボカド輸出のうち、７０％がオランダ向けである。オランダへ

の輸出の割合が高いその他の品目は、ブドウ（全体の５０％）、スモモ及びアンズ（４５％）、モモ、キウイ（３５％）

等である。 

輸出シーズンのピークは５月から９月 ５月から９月にかけて、南アフリカは毎月４０万トン以上の生鮮果実を

輸出し、７月と８月には６０万トン以上でピークに達する。５月の輸出品目は、リンゴ、レモン、グレープフルー

ツが中心である。この時期には、大量のマンダリンも輸出される。６月にはオレンジの出荷シーズンが始まり、

１０月まで続く。１月と２月の輸出はブドウが中心である。 

輸出の３分の２以上がケープタウン港経由 主要バイヤーへの輸出の大部分はケープタウン港を経由して

いる。２０２４年に南アフリカが輸出した生鮮果実４２０万トンのうち、２８８万トンがケープタウン港経由で出荷さ

れた。ポートエリザベス港が５３万トン、ダーバン港が４５万トンでこれに続いた。オランダへの輸出の８０％、

英国への輸出の９０％はケープタウン港経由である。アラブ首長国連邦への輸出の半分もケープタウンを経

由する。 

執筆者： ヤン・ケース・ボーン 

データ表（英語）は Fruit and Vegetable Factsを参照 

原文（オランダ語）の翻訳に当たっては FreshPlazaの英文記事を参考にしました。 

この記事の転載には Fruit and Vegetable Factsの事前承認が必要です。 
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